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一 般 質 問

３人の議員から一般質問があり、町長、教育長の考えを問いました。

質
問こ

の
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
テ
レ
ビ
共

同
受
信
施
設
の
老
朽
度
の
高
い
施

設
を
計
画
的
に
改
修
し
、
こ
の
先

10
年
で
光
ケ
ー
ブ
ル
に
改
修
す
る

工
事
を
検
討
し
て
い
る
と
し
て
、

各
共
同
受
信
施
設
組
合
長
に
、
共

同
受
信
施
設
の
大
規
模
改
修
工
事

時
期
（
年
度
）
等
に
つ
い
て
検
討

を
お
願
い
す
る
と
の
案
内
が
あ
り

ま
し
た
。

現
在
、
せ
た
な
町
の
当
組
合
加

入
世
帯
は
21
組
合
、
５
２
８
世
帯

で
す
。
今
回
の
大
規
模
改
修
に
お

け
る
１
世
帯
当
た
り
の
負
担
額
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
試
算
で
６
〜
７
万
円
で

あ
り
、
組
合
加
入
世
帯
は
一
人
暮

ら
し
や
高
齢
者
世
帯
が
多
く
、
こ

う
し
た
負
担
は
非
常
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
公
共
性
か
ら
見
て
、

難
視
聴
地
域
の
解
消
は
今
後
も
図

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
か
ら
示
さ
れ
た
本
改
修
工
事
の

詳
細
を
掌
握
し
各
組
合
相
互
の
連

携
・
調
整
を
図
り
、
加
入
組
合
世

帯
の
経
費
を
助
成
等
で
軽
減
し
、

よ
り
円
滑
な
事
業
推
進
を
図
る
べ

き
と
考
え
ま
す
。

町
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

町
が
改
修
経
費
を

助
成
す
る
の
は
難
し
い

答
弁
　
町
長

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
施
設
組
合
に
提
案

さ
れ
て
い
る
改
修
に
つ
い
て
は
、

前
回
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
は
異
な
り
、

施
設
の
老
朽
化
に
対
応
す
る
も
の

で
あ
り
、
一
般
的
な
個
々
の
住
宅

の
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
が
古
く
な
っ

た
の
で
、
取
り
換
え
工
事
を
行
う

こ
と
と
同
じ
で
す
か
ら
、
公
平
性

の
観
点
か
ら
も
町
が
改
修
経
費
を

助
成
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

平
成
34
年
度
ま
で
に
改
修
を
終

え
た
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
あ
く

ま
で
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
目
標
年
度
で
あ

り
、
こ
の
改
修
を
行
わ
な
く
て
も
、

平
成
34
年
度
以
降
も
テ
レ
ビ
は
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合

で
改
修
に
必
要
な
経
費
の
積
み
立

て
、
改
修
時
期
に
つ
い
て
無
理
の

な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

再
質
問

前
回
の
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
地
上
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
と
き
の
対
応
で
は
、

各
組
合
で
積
立
金
を
取
り
崩
し
て

相
応
の
経
費
負
担
を
し
て
い
る
わ

け
で
、
時
期
を
置
い
て
ま
た
こ
う

し
た
経
費
が
掛
か
る
の
か
な
と
の

実
感
が
あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
向
こ
う
10
年
で
計

画
的
に
改
修
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
受
信

施
設
組
合
に
事
前
の
聞
き
取
り
調

査
を
し
て
い
ま
す
。
町
も
、
こ
の

事
業
に
関
わ
り
窓
口
と
な
っ
て
、

事
案
の
円
滑
な
推
進
に
取
り
組
む

姿
勢
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

各
組
合
の
皆
さ
ん
は
、
自
主
的

に
受
信
世
帯
か
ら
維
持
管
理
費
等

を
徴
収
し
積
み
立
て
を
す
る
等
施

設
改
修
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
準
備

を
し
て
い
る
実
態
も
あ
り
ま
す
が
、

や
は
り
６
〜
７
万
円
の
高
額
な
負

担
は
、
そ
の
対
象
と
な
る
方
々
が

高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
も
多
い
と

い
う
実
態
も
あ
る
と
お
聞
き
し
ま

し
た
。
是
非
そ
の
辺
を
町
と
し
て

お
考
え
い
た
だ
き
、
相
応
の
経
費

負
担
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

高
齢
単
身
世
帯
が
多
く

支
援
に
つ
い
て
研
究
の

余
地
が
あ
る

再
答
弁
　
町
長

せ
た
な
町
に
あ
る
21
組
合
の
う

ち
、
光
ケ
ー
ブ
ル
の
改
修
を
終
え

た
施
設
が
２
施
設
、
ア
ン
テ
ナ
交

換
を
す
る
等
の
改
修
が
終
わ
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
13
施
設
あ
り
、
21

施
設
の
内
15
施
設
が
す
で
に
自
前

で
改
修
工
事
が
終
わ
っ
て
い
る
状

況
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
残
っ
た

施
設
だ
け
を
支
援
す
る
こ
と
に
は

テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
大
規
模
改
修
に

伴
う
受
信
世
帯
負
担
の
助
成
は

�

大
　
野
　
一
　
男
　
議
員
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質
問地

方
交
付
税
へ
の
合
併
特
例
措

置
も
平
成
27
年
度
ま
で
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32

年
度
ま
で
の
５
年
間
で
一
本
算
定

に
伴
う
普
通
交
付
税
が
９
億
５
０

０
０
万
円
、
今
後
予
定
さ
れ
る
国

勢
調
査
に
よ
る
人
口
減
も
併
せ
て
、

約
14
億
５
０
０
０
万
円
が
段
階
的

に
減
額
さ
れ
る
と
試
算
さ
れ
て
い

ま
す
。
合
併
10
年
間
で
町
債
の
削

減
や
各
基
金
の
積
み
立
て
等
鋭
意

努
力
し
て
き
た
成
果
は
見
ら
れ
ま

す
が
、
更
な
る
行
財
政
改
革
が
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
。

単
な
る
支
出
削
減
は
、
町
の
維

持
や
町
民
の
安
心
・
安
全
に
不
安

を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

各
種
福
祉
対
策
や
子
育
て
支
援

対
策
、
そ
し
て
基
幹
産
業
の
維
持

対
策
等
省
く
こ
と
の
で
き
な
い
事

業
が
多
く
あ
る
中
で
、
町
の
対
応

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

当
町
は
、
高
齢
化
が
進
み
、
65
歳

以
上
が
40
％
以
上
を
占
め
、
年
金

収
入
の
み
で
生
活
を
し
て
い
る
高

齢
者
単
身
世
帯
の
方
が
多
数
い
る

こ
と
か
ら
、
研
究
す
る
余
地
が
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

瀬棚区須築の共同受信施設

今
後
の
町
の
行
財
政
計
画
は

�

平
　
澤
　
　
　
等
　
議
員

策
に
つ
い
て
２
点
伺
い
ま
す
。

①�

平
成
26
年
度
ま
で
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

②�

新
年
度
以
降
の
基
本
的
な
方
針

に
つ
い
て

身
の
丈
に
合
っ
た

行
政
運
営
に
努
め
る

答
弁
　
町
長

①
平
成
26
年
度
ま
で
の
取
り
組
み

平
成
18
年
７
月
に
財
政
非
常
事

態
宣
言
を
し
ま
し
た
が
、
町
民
の

皆
さ
ん
や
議
会
等
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
財
政
の
健
全

化
に
努
め
た
結
果
、
平
成
22
年
度

に
は
、
基
金
か
ら
の
借
入
金
を
す

べ
て
返
済
し
財
政
状
況
が
改
善
し

た
こ
と
を
受
け
、
平
成
23
年
９
月

に
財
政
非
常
事
態
宣
言
を
解
除
し

ま
し
た
。

こ
の
間
、
財
政
規
模
に
見
合
っ

た
町
政
運
営
、
行
政
改
革
の
推
進

に
よ
る
歳
出
経
費
の
節
減
等
、
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
た
こ
と
に

よ
り
、
合
併
時
２
１
２
億
円
あ
っ

た
起
債
も
平
成
26
年
度
末
の
見
込

み
で
は
約
１
３
８
億
円
と
な
り
、

９
年
間
で
約
74
億
円
の
削
減
が
図

ら
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
合
併
時
約
20
億
円
だ
っ

た
基
金
が
、
平
成
25
年
度
末
で
は

46
億
円
と
約
26
億
円
の
積
み
増
し

が
で
き
ま
し
た
。

②
新
年
度
以
降
の
基
本
的
な
方
針

行
財
政
運
営
の
効
率
化
を
積
極

的
に
行
い
、
身
の
丈
に
合
っ
た
財

政
基
盤
の
構
築
、
地
域
の
特
性
や

実
状
を
踏
ま
え
た
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
す
る

た
め
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
不
断

の
取
り
組
み
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ

た
社
会
資
本
整
備
等
の
計
画
的
な

保
全
・
更
新
・
統
廃
合
の
取
り
組

み
を
進
め
る
た
め
、
す
べ
て
の
行

政
経
費
の
点
検
見
直
し
を
行
い
、

歳
出
削
減
に
努
め
ま
す
が
、
福
祉

対
策
や
子
育
て
支
援
対
策
、
一
次

産
業
の
振
興
対
策
等
、
町
民
の
安

心
・
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、
不

安
を
解
消
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
手
ぬ
か
り
な
い
よ
う
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
平
成
33
年
度

の
一
本
算
定
へ
の
完
全
移
行
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
更
な
る
行
政
改

革
・
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
る
と
と
も
に
、
町
内
へ
の

景
気
対
策
へ
も
意
を
配
し
な
が
ら
、

身
の
丈
に
合
っ
た
行
政
運
営
に
努

め
ま
す
。

再
質
問

①�

合
併
後
10
年
間
に
取
り
組
ん
だ

事
業
で
、
印
象
深
い
も
の
を
数

点
上
げ
て
頂
き
た
い
。

②�

新
年
度
以
降
の
具
体
的
な
取
り

組
み
は
。

③�

今
後
の
行
財
政
改
革
推
進
に
際

し
て
の
対
応
策
と
し
て
、
町
と

議
会
、
そ
し
て
、
全
町
職
員
と

全
町
民
が
一
体
と
な
っ
た
４
輪

駆
動
の
体
制
作
り
が
必
要
と
思

い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

４
輪
駆
動
体
制
で

行
財
政
運
営
を
推
進
す
る

再
答
弁
　
町
長

①�

合
併
後
10
年
間
に
取
り
組
ん
だ

事
業
で
、
印
象
深
い
も
の

ハ
ー
ド
面
で
は
、
大
成
区
の
水

道
施
設
整
備
、
診
療
所
の
改
築
、

漁
協
の
製
氷
施
設
等
、
瀬
棚
区
は

障
が
い
者
の
た
め
の
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
、
雅
荘
の
開
設
や
水

産
物
保
管
冷
蔵
施
設
、
北
檜
山
区

は
、公
営
住
宅
、障
が
い
者
グ
ル
ー
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プ
ホ
ー
ム
、
し
尿
の
Ｍミ

ッ

ク

ス

Ｉ
Ｃ
Ｓ
処

理
施
設
整
備
等
が
あ
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、
障
が
い
者
へ

の
相
談
支
援
所
、
高
齢
者
見
守
支

援
員
制
度
、
福
祉
灯
油
制
度
化
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
対
策
等
、
保
育

料
の
引
下
げ
や
中
学
生
ま
で
の
医

療
費
、
高
校
生
ま
で
の
入
院
費
無

料
化
等
で
す
。

念
願
で
あ
っ
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

も
２
月
16
日
運
航
開
始
と
な
り
ま

す
。

②�

新
年
度
以
降
の
具
体
的
な
取
り

組
み

基
本
的
な
基
幹
産
業
維
持
対
策

や
、
道
路
、
橋
梁
、
公
共
施
設
等

は
継
続
し
て
必
要
な
部
分
の
整
備

を
し
ま
す
。
新
年
度
は
瀬
棚
、
北

檜
山
の
下
水
道
統
合
、
町
民
プ
ー

ル
、
三
杉
荘
の
改
築
と
認
定
こ
ど

も
園
整
備
等
を
実
施
予
定
で
す
。

③�

今
後
の
行
財
政
改
革
推
進
に
際

す
る
対
応
策
と
し
て
の
、
４
輪

駆
動
の
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

町
と
議
会
の
使
命
は
車
の
両
輪

と
例
え
ら
れ
ま
す
が
、
全
町
民
と

全
町
職
員
を
合
わ
せ
て
車
の
４
輪

と
考
え
、
全
せ
た
な
４
輪
駆
動
の

体
制
で
行
財
政
運
営
を
推
進
し
ま

す
。

農
業
者
へ
の
経
済
対
策
は

質
問平

成
26
年
の
水
稲
作
況
指
数
は

北
海
道
で
１
０
７
、
せ
た
な
町
で

も
１
０
６
と
豊
作
で
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
本
町
に
お
い
て
８
月

以
降
の
日
照
不
足
や
低
温
に
よ
り
、

青
死
米
を
含
む
未
熟
米
の
割
合
が

平
年
を
大
き
く
上
回
る
17
％
超
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
農
業
者

に
対
す
る
米
価
変
動
補
て
ん
交
付

金
が
廃
止
さ
れ
た
ほ
か
、
戸
別
所

得
補
償
制
度
に
よ
る
直
接
支
払
交

付
金
も
50
％
減
の
10
ア
ー
ル
当
り

７
５
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
交
付
金
は
こ
の
後
数
年
で
廃
止

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
生
産
者
米

価
概
算
金
も
前
年
対
比
１
俵
当
た

り
２
０
０
０
円
の
減
と
な
っ
た
ほ

か
、
規
格
外
米
も
近
年
に
な
い
最

低
価
格
と
な
り
、
農
業
者
経
済
は

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
次
の
２
点
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

①�

本
町
農
業
の
実
態
を
ど
う
把
握

し
て
い
る
か

②
今
後
の
町
の
対
応
策
は

農
業
者
に
と
っ
て
厳
し
い

状
況
だ
と
認
識

答
弁
　
町
長

①�

本
町
農
業
の
実
態
を
ど
う
把
握

し
て
い
る
か

稲
作
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
問
題
や
、
国
の
経
営
所
得
安

定
対
策
の
見
直
し
、
５
年
後
の
生

産
調
整
の
廃
止
、
直
接
支
払
交
付

金
の
大
幅
削
減
、
米
価
変
動
補
て

ん
金
廃
止
等
こ
れ
ま
で
以
上
に
市

場
競
争
力
が
必
要
と
な
る
情
勢
に

変
化
し
て
い
ま
す
。
本
町
稲
作
に

お
い
て
も
収
量
こ
そ
平
年
を
上

回
っ
た
も
の
の
、
品
質
の
低
下
や

米
価
下
落
等
に
よ
り
町
内
農
協
の

米
販
売
見
込
み
額
は
前
年
対
比

25
％
、
金
額
で
４
億
３
０
０
０
万

円
減
の
11
億
８
８
０
０
万
円
と
、

米
生
産
者
の
収
入
が
大
き
く
減
少

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
厳
し
い

状
況
に
あ
る
と
強
く
認
識
し
て
い

ま
す
。

②
今
後
の
町
の
対
応
策

国
の
制
度
見
直
し
に
よ
り
、
米

の
生
産
調
整
配
分
を
大
幅
に
減
少

さ
せ
た
ほ
か
、
将
来
的
な
生
産
調

整
廃
止
に
伴
う
作
付
自
由
化
を
見

据
え
た
水
稲
作
付
維
持
の
た
め
消

費
者
や
取
引
先
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
高
品
質
・
良
食
味
米
増
産
等
の

生
産
体
制
の
確
立
に
よ
る
安
定
取

引
を
推
進
し
ま
す
。

当
町
農
業
は
、
稲
作
を
基
幹
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
米
ど
こ
ろ

と
し
て
の
地
位
確
立
に
向
け
、
安

心
・
安
全
な
米
づ
く
り
の
取
り
組

み
を
強
力
に
進
め
ま
す
。

再
質
問

平
成
26
年
度
の
水
稲
農
家
の
農

業
収
入
は
１
戸
平
均
で
１
３
０
万

円
を
超
え
る
大
幅
減
収
が
試
算
さ

れ
て
い
ま
す
。
農
業
者
の
現
状
は

由
々
し
き
事
態
と
考
え
ま
す
。
新

年
度
の
予
算
編
成
を
間
近
に
控
え

て
い
ま
す
が
、
基
幹
産
業
維
持
施

策
と
し
て
、
具
体
的
な
対
応
策
が

必
要
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

農
業
者
の
負
担
軽
減
に

努
め
る

再
答
弁
　
町
長

平
成
26
年
の
米
価
下
落
等
は
、

予
想
以
上
に
農
家
の
経
営
・
経
済

に
大
き
な
影
響
が
有
る
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
今
後
更
に
売
れ
る
米

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
構
築
す
る

事
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
「
選
ば
れ
る
産
地
」
づ
く

り
が
不
可
欠
で
す
。
北
檜
山
町
農

業
協
同
組
合
か
ら
要
請
の
あ
っ
た

玄
米
ば
ら
集
出
荷
調
整
施
設
の
色

彩
選
別
機
増
設
事
業
は
「
強
い
農

業
づ
く
り
交
付
金
」
制
度
を
利
用

し
、
導
入
に
向
け
て
北
海
道
と
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
玄

米
処
理
能
力
向
上
に
よ
り
、
農
家

か
ら
の
受
入
期
間
短
縮
が
可
能
な

ほ
か
に
、
早
期
出
荷
に
よ
る
有
利

販
売
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

新
函
館
農
協
若
松
基
幹
支
店
に
お

い
て
も
、
同
様
に
更
新
等
の
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
こ
の
事
業
は
１
億
円
を
超 北檜山町農協　玄米ばら集出荷調整施設
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え
る
事
業
で
あ
り
、
50
％
の
補
助

は
あ
り
ま
す
が
、
残
り
は
農
業
者

の
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、
町
と

し
て
も
、
農
業
者
の
負
担
軽
減
の

た
め
最
大
限
の
支
援
を
し
、
基
幹

産
業
維
持
に
努
め
ま
す
。

少
子
化
に
伴
う

小
・
中
学
校
配
置

計
画
は

質
問合

併
時
、
本
町
の
小
学
校
は
休

校
２
校
を
含
む
13
校
、
中
学
校
は

３
校
で
し
た
。
現
在
、
小
学
校
は

７
校
、
中
学
校
は
３
校
で
あ
り
、

こ
の
う
ち
本
年
度
末
を
も
っ
て
、

玉
川
小
学
校
と
小
倉
山
小
学
校
が

北
檜
山
小
学
校
に
統
合
す
る
事
で

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
入
学
児
童
は
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
。
出
生
者
数
も
町
全
体
で

50
人
を
割
り
込
み
、
こ
こ
数
年
は

40
人
に
も
達
し
て
い
な
い
状
況
で

す
。
調
べ
て
み
る
と
、
12
月
18
日

現
在
で
25
人
と
40
人
達
成
は
極
め

て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

次
の
２
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①�

児
童
生
徒
の
減
少
に
伴
う
小
学

校
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か

②�

将
来
の
小
学
校
・
中
学
校
の
配

置
計
画
の
考
え
方
に
つ
い
て

予
測
よ
り
早
く
統
廃
合
が

進
ん
で
い
る

答
弁
　
教
育
長

①�

児
童
生
徒
の
減
少
に
伴
う
小
学

校
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か

小
学
校
の
児
童
数
は
、
合
併
時

５
２
５
人
、
平
成
26
年
は
３
３
４

人
と
１
９
１
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
５
年
間

で
児
童
数
は
３
３
７
人
か
ら
２
６

９
人
と
68
人
の
減
少
が
推
測
さ
れ
、

こ
の
傾
向
は
当
分
続
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
児
童
数
の
減
少
に
よ

り
統
廃
合
が
進
む
ほ
か
、
複
式
学

級
が
増
加
し
、
少
子
化
の
影
響
を

強
く
受
け
て
い
ま
す
。

②�

将
来
の
小
学
校
・
中
学
校
の
配

置
計
画
の
考
え
方

学
校
配
置
計
画
は
平
成
22
年
の

学
校
配
置
検
討
委
員
会
か
ら
の
答

申
に
基
づ
き
、
保
護
者
、
地
域
の

意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
慎
重
に
取

り
進
め
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
保

護
者
の
意
向
が
大
勢
の
児
童
の
中

で
の
ス
ポ
ー
ツ
や
学
習
を
望
む
傾

向
に
あ
り
、
教
育
委
員
会
の
予
測

よ
り
早
い
段
階
で
統
廃
合
が
進
ん

で
い
ま
す
。

学
校
教
育
は
、
児
童
生
徒
の
確

か
な
学
力
・
豊
か
な
人
間
性
・
健

康
・
体
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に

付
け
さ
せ
る
事
に
よ
り
、
変
化
の

激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き

抜
く
た
め
の
必
要
な
力
を
育
む
事

が
目
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
続

き
慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

再
質
問

学
校
は
入
学
式
、
運
動
会
、
学

習
発
表
会
や
卒
業
式
等
多
く
の
行

事
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
の
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

小
規
模
校
の
長
所
・
短
所
色
々

考
え
方
は
あ
り
ま
す
が
、
総
合
的

に
ど
う
判
断
す
る
の
か
。
ま
た
、

統
廃
合
に
係
る
指
針
は
あ
る
の
か
。

保
護
者
、
地
域
と
十
分
に

協
議
し
検
討
す
る

再
答
弁
　
教
育
長

学
校
の
適
正
配
置
で
１
番
大
切

な
事
は
、
学
校
は
子
供
た
ち
の
教

育
の
た
め
に
あ
る
と
い
う
事
で
す
。

子
供
に
と
っ
て
、
最
善
な
教
育
環

境
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
大
事
に
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

小
規
模
校
は
、
学
校
全
体
が
一

体
と
な
っ
て
活
動
を
し
や
す
い
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
人
と
触
れ
合
い
を
通
じ
た

相
互
理
解
を
深
め
た
り
、
競
い
あ

う
事
に
よ
り
学
力
向
上
や
社
会
性

を
身
に
つ
け
る
点
等
か
ら
、
児
童

の
成
長
に
と
っ
て
小
規
模
校
の
デ

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
捉
え
て
い

ま
す
。
教
育
環
境
の
整
備
、
充
実

を
図
る
た
め
の
学
校
統
合
は
選
択

の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

十
分
協
議
し
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問昨

年
の
春
、
山
菜
採
り
の
女
性

が
ヒ
グ
マ
に
襲
わ
れ
、
尊
い
命
が

奪
わ
れ
る
と
い
う
悲
惨
な
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。

今
年
も
同
じ
く
山
菜
採
り
の
女

性
が
襲
わ
れ
怪
我
を
し
ま
し
た
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
よ
る
と
同
一
の
個

体
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

危
害
を
加
え
た
ヒ
グ
マ
は
未
だ
捕

獲
さ
れ
て
お
ら
ず
、
被
害
の
再
発

が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
次

の
３
点
に
つ
い
て
町
長
に
お
伺
い

し
ま
す
。

①�

今
年
度
の
捕
獲
対
策
の
経
過
と

実
績

②
来
春
の
被
害
防
止
対
策

③
ハ
ン
タ
ー
の
養
成
対
策

効
果
的
な
ヒ
グ
マ
防
除

施
策
を
実
施
す
る

答
弁
　
町
長

①�

今
年
度
の
捕
獲
対
策
の
経
過
と

実
績

昨
年
度
の
事
故
及
び
融
雪
の
早

有
害
鳥
獣
（
ヒ
グ
マ
）
対
策
は

�

本
　
多
　
　
　
浩
　
議
員
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さ
を
念
頭
に
３
月
中
旬
に
は
、
ヒ

グ
マ
の
駆
除
捕
獲
許
可
を
受
け
、

現
在
の
捕
獲
数
は
、
銃
器
及
び
わ

な
を
併
用
し
、
従
事
者
25
人
に
よ

る
共
同
捕
獲
で
20
頭
を
捕
獲
し
て

い
ま
す
。

事
故
後
は
、
猟
友
会
は
じ
め
関

係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
防

災
ヘ
リ
を
導
入
し
た
大
規
模
な
捜

索
や
猟
友
会
に
よ
る
山
狩
り
な
ど

長
期
に
わ
た
り
実
施
し
ま
し
た

が
、
今
な
お
こ
の
ク
マ
の
捕
獲
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

②
来
春
の
被
害
防
止
対
策

基
本
的
に
現
在
行
っ
て
い
る
対

策
を
継
続
実
施
し
て
い
き
ま
す

が
、
融
雪
状
況
を
見
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
よ
り
更
に
早
め
て
２
月
下

旬
か
ら
捕
獲
に
向
け
た
対
応
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
国
や

道
の
各
関
係
機
関
と
出
没
情
報
を

共
有
し
、
入
山
規
制
の
徹
底
や
道

路
電
光
掲
示
板
及
び
町
広
報
誌
、

防
災
無
線
に
よ
る
注
意
喚
起
に
つ

い
て
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
し

ま
す
。

③
ハ
ン
タ
ー
の
養
成
対
策

高
齢
化
等
に
よ
り
ハ
ン
タ
ー
の

数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
25
年
度
か
ら
有
害
鳥
獣

の
捕
獲
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
町

民
に
対
し
て
、狩
猟
免
許
の
取
得
、

猟
銃
の
所
持
許
可
の
取
得
及
び
猟

銃
等
の
購
入
に
要
す
る
経
費
に
対

し
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
補
助

制
度
を
利
用
し
て
、
新
た
に
５
人

が
免
許
を
取
得
し
、
積
極
的
に
有

害
鳥
獣
捕
獲
活
動
に
従
事
し
実
績

を
上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
と

し
て
も
補
助
制
度
の
効
果
を
感
じ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
函
館
農
協
若
松
基
幹

支
店
も
独
自
に
、
わ
な
狩
猟
免
許

の
取
得
に
対
し
補
助
を
し
て
い

て
、
今
後
も
農
漁
業
者
は
も
と
よ

り
町
民
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
き

後
継
者
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

渡
島
半
島
域
は
、
知
床
半
島
と

同
様
に
ヒ
グ
マ
の
生
息
密
度
が
高

く
、
ま
た
生
息
域
と
人
の
活
動
域

が
近
接
し
、
ヒ
グ
マ
と
の
接
触
頻

度
が
他
地
域
に
比
べ
非
常
に
高
い

こ
と
か
ら
、
ヒ
グ
マ
の
出
没
に
対

し
て
効
果
的
な
防
除
施
策
等
を
出

来
る
限
り
実
施
し
ま
す
。

再
質
問

一
般
的
に
ハ
ン
タ
ー
の
養
成
対

策
に
関
し
て
、
野
鳥
、
小
動
物
、

シ
カ
等
の
捕
獲
は
人
的
危
険
も
少

な
く
レ
ジ
ャ
ー
的
要
素
も
あ
り
将

来
に
お
い
て
も
一
定
の
人
数
の
確

保
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
事
ヒ
グ
マ
を
駆
除
で
き
る
ハ

ン
タ
ー
の
確
保
と
養
成
は
難
題
で

あ
り
将
来
を
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
第

一
に
人
に
被
害
を
加
え
た
ヒ
グ
マ

を
捕
獲
す
る
こ
と
で
す
が
、
た
だ

捕
獲
で
き
る
ハ
ン
タ
ー
が
い
た
と

し
て
も
、
現
実
的
に
は
猟
友
会
の

メ
ン
バ
ー
は
各
自
仕
事
を
持
っ
て

い
る
の
で
、
す
ぐ
出
動
で
き
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
捕
獲
に

対
し
て
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
に

よ
り
、
人
的
被
害
を
防
止
し
て
い

く
対
案
と
し
て
、
特
に
ヒ
グ
マ
を

駆
除
で
き
る
ハ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
町
職
員
と
し
て
特
命
採
用
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
ハ
ン
タ
ー
の
養
成
に
つ
い
て

も
、
長
期
的
養
成
の
視
野
に
立

ち
、
現
職
員
が
狩
猟
の
有
資
格
者

に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
養
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も

一
案
と
考
え
ま
す
。

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

農･

漁
業
者
の
積
極
的
な

取
り
組
み
を
望
む

再
答
弁
　
町
長

ハ
ン
タ
ー
の
町
職
員
と
し
て
の

特
命
採
用
に
つ
い
て
、
職
員
を
ハ

ン
タ
ー
に
養
成
し
て
は
と
い
う
質

問
で
す
が
、
難
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
研
究
の
材

料
に
し
ま
す
。

シ
カ
や
ク
マ
等
に
よ
る
農
業
被

害
、
ト
ド
等
に
よ
る
漁
業
被
害
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
有
害

鳥
獣
に
つ
い
て
は
、
保
護
と
の
バ

ラ
ン
ス
も
考
え
適
正
な
個
体
管
理

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農

業
者
・
漁
業
者
に
つ
い
て
も
、
自

ら
被
害
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、

助
成
制
度
を
利
用
し
た
積
極
的
な

取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
回
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
大

変
重
く
受
け
止
め
て
い
ま
し
て
、

で
き
る
限
り
ク
マ
の
捕
獲
に
よ
る

被
害
防
止
対
策
を
講
じ
る
考
え
で

す
が
、
当
該
地
域
の
入
山
規
制
に

つ
い
て
も
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
他
の
地
域
へ
の
入
山
に
つ

い
て
も
、
ヒ
グ
マ
の
生
息
域
に
入

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
自
ら

の
命
を
守
る
観
点
か
ら
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
行
動
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

ヒグマ防除のため電気柵を設置している様子

議会を傍聴しませんか
町政はあなたのために……

＊＊＊お気軽においでください＊＊＊

次の定例会は

３月４日からを予定しています。


